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'96長浜夏まつり

八
月
三
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

「
長
浜
夏
ま
つ
り
」
が
、
町
民
の
広

場
を
主
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
訪
れ
た

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
出

庖
の
立
ち
並
ぶ
中
、
神
輿
海
上
渡
御

で
幕
を
開
け
、
餅
撒
き

・
宝
撒
き
や

水
着
撮
影
会
、
ピ
ー
チ
ソ
フ
ト
パ
レ
l
、

ザ
1
/
2
運
だ
め
し
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
た
他、

豊
年
踊
り
や

伊
予
の
三
名
太
鼓
と
題
し
た
嵐
太
鼓

を
は
じ
め
と
す
る
太
鼓
の
競
演
に
、

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
N
H
K
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
に
よ
る
全
国
生
中
継
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
夕
闇
迫
る
頃
に
は
会
場
は
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
溢
れ
、
真
夏
の

長
浜
の
夜
は
花
火
打
ち
上
げ
と
共
に

最
高
潮
と
な
り
、
そ
の
余
韻
の
漂
う

中
、
ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
し
た
。
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'96夏まつり

事

私
た
ち
に
、
楽
し
い
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た

「
夏
ま
つ
り
」
。
そ
の
一
コ
マ
を
写
真
で
緩
っ
て
み
ま
し
た
。

な
お
、
各
催
し
物
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

宜

翻

意

一
特
賞
(
大
鯛
)
一
稲
垣
美
穂
(
松
山

市
)
新
山
早
緑
(
長
浜
)

{
一
等
賞
(
中
鯛
)
}
岩
城
壮
(
長
浜
)

白
石
啓
子
(
松
山
市
)
水
木
伸
一
(
伊

予
市
)
林
田
将
五
日
(
長
浜
)

一
二
等
賞
(
は
ま
ち
)
]
西
崎
潤
(
長

浜
)
井
上
寛
実
(
大
洲
市
)
下
回
勝
子

(
下
須
戒
)
斎
藤
清
子
(
櫛
生
)
一
一
宮

淳
(
松
山
市
)
池
田
佳
弘
(
横
浜
市
)

菊
地
麻
子
(
長
浜
)
清
柳
裕
美
(
長
浜
)

問
問
同

一
人

四

凋

斗同
国
幽
人ら品川M左者世貝入品貝土寸圭C勘臥宝

鈎
附
ψ

夫

会

一
般
の
部

一
一
位
一
宮
田
昌
彦
(
下
須
戒
・
ク
ロ

ダ
イ
G
・
8
m
)
{
二
位
一
藤
田
宗
三

(
下
須
戒
・
ク
ロ
ダ
イ
ロ
・

3
叩
)
{

三
位
一
菊
地
寛
展
(
長
浜
・
グ
レ
叩
・

1
叩
)

婦
人
・
少
年
の
部

一
一
位
一
菊
地
剛
(
長
浜
-
ヒ
ラ
メ
幻
・

6
m
)
{
二
位
一
笹
田
和
恵
(
仁
久
・

ア
コ
ウ

m
・
6
叩
)
{
三
位
一
井
上
賢

二
(
下
須
戒
・
ア
ジ
お
・

9
叩)

えーい、飛んでみろ-1

釣り大会の被表彰者

ペ
棚
グ
ト
ボ
ト
ル
回
ケ
醐
グ
ト

訂
事
占
げ
点
《
ム
間

{
一
位
}
世
ノ
上
創
(
沖
浦
・
回
・

6

m

)

{

二
位
}
松
本
裕
平
(
沖
浦

-
U
・

2
m
)
{
二
一
位
一
石
山
雄
也
(
下
須
戒
・

出
・

3
m
)ザ
ロ

t
一(2

一
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
}
丸
井
俊
太
朗

(
今
坊
)
{
2
8
型
B

S
ワ
イ
ド
テ
レ

ビ
}
菊
地
千
恵
(
豊
茂
)

ピ
ー
チ
ツ
ヲ
ト
バ

lvu

一
一
位
一
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

一
二
位
}
長
浜
ク
ラ
ブ

一
三
位
}
商
工
会
青
年
部
婦
人
会

に ご千子
ごこ紹わこ
苦協介れの
労力でま他
様いきしに
でたなたも
しだく
たいて紙い
た残面ろ
。皆念のい
さ』で者Eろ
んす合な
。で催
本全し
当 部カ王日焼けが気になりなが、らもナイスプレー

第 6感を頼りに運だめし(ザ.)1) 
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を予

一一一一環境保警

食
器
洗
い
用
、
洗
濯
川
、
ト
イ
レ
用
、

浴
槽
用
、
窓
ガ
ラ
ス
単
:
、
私
た
ち
は
、

日
常
洗
剤
に
阿
ま
れ
て
い
て
、
洗
、
つ
吻

や
使
、
つ
場
所
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
使
い

分
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
白
身
の
身
体

も
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
ボ
デ
ィ
ー

シ
ャ
ン
プ
ー
に
歯
磨
き
と
い
っ
た
洗
剤

で
洗
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る

化
学
物
質
を
使
っ
た
製
品
に
は
、
出
白

剤
、
防
虫
剤
、
芳
香
剤
、
強
ア
ル
カ
リ

性
の
パ
イ
プ
洗
浄
剤
や
般
性
洗
剤
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
危
険
な
物
の

扱
い
に
は
、
十
分
な
知
識
と
注
意
が
必

要
で
す
。
あ
ま
り
に
身
近
な
た
め
、
洗

剤
に
無
頓
着
に
な
っ
一
て
い
ま
す
が
、
身

一一

A
d
，
中
A
F
1u 
f
L
 

恥
い
H
E
 

Aμ 割削
品川山のん

々
同
』
/
¥
 

h
ん
ふ
1
0

何
回の中つれ~

引
mm

z
E
L
目
目
Z
V
2
h
d
M
M認

今
園
球
古
書
貯
と
主
斉
に
つ
い
て
考
え
ま
す

升
-
な
均
一
一
-
あ
》
心
か
ら
こ
そ
、
環
岐
へ
の
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

一
つ
い
て
考
え
な
く
で
は
な
り
ま
⑤
漂
白
剤
を
使
わ
ず
に
黄
ば
ん
だ
、
γ
γ

ツ
や
下
着
な
ど
は
、
エ
コ
ラ
イ
ブ
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
言
え
ま
す
。

せ
ん
。常
ポ
子
ン
ト

か
洗
剤
の
成
分
は
ど
れ
も
大
差

あ
h
ま
せ
ん
。
成
分
は
同
じ
で

も
用
途
が
違
、
つ
も
の
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。
薬
剤
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
の
増
加
と
も
関
連
し

ぐ
い
一
七
の
で
、
購
入
す
る
時
は

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
よ
く
考

え
て
、
注
意
書
き
を
よ
く
読
み

指
示
ど
お
り
に
使
用
し
ま
し
ょ

つ情一
洗
剤
容
器
の
「
家
庭
用
門
川
口
町
市
計
表
一
ぶ

法
に
基
っ
く
表
一
主
で
、
成
分
が
判
じ

で
用
途
だ
け
が
違
う
も
の
を
見
つ
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

品
山
与
口
此
洗
剤
は
石
油
製
品
で
す
〉
沈
剤

そ
の
吋

SF行
い
方
や
使
用
円
甲
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
成
分
の
似
た
洗
剤
は
、
用
途
に
こ
だ

わ
ら
ず
代
わ
り
に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
合
虜
洗
剤
は
、
水
の
汚
染
と
密
接
に

明
係
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
隠
し
い
石

洗

剤

の

種

類

洗
剤
は
、
大
き
く
分
け
る
と
三
種
調

あ
り
ま
す
。

①
A
n
成
界
面
活
性
剤
、
つ
ま
り
化
学
的

仁
作
り
出
さ
れ
た
洗
剤
で
、
健
康
や
環

境
に
か
有
宝
y
c
九
円
成
洗
剤
の
、
油
脂

類
の
分
解
に
威
力
を
発
揮
す
る
化
予
物

質
「
界
面
活
性
剤
」
は
、
濃
度
が
濃
く

な
る
と
水
中
へ
の
酸
素
の
解
け
込
み
を

妨
げ
て
、
水
中
生
物
の
生
命
を
奪
い
ま

す。②
合
成
洗
剤
と
せ
っ
け
ん
を
混
合
し
た

「
複
合
せ
り
け
ん
」
心

③
純
粋
の
せ
っ
け
ん
。
せ
っ
け
ん
は
、

も
と
も
と
家
畜
の
脂
肪
と
灰
の
ア
ル
カ

リ
が
混
じ
り
ノ
台
っ
て
文
化
し
た
も
の
を
、

経
験
的
に
に
績
が
川
い
て
き
た
こ
レ
一
に

始
ま
り
、
円
然
や
人
体
に
無
害
の
単
純

な
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
商
品
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
見

て
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
一
は
活
き
て
い
ま
す

水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
さ
れ
て
い
る
家

庭
に
は
、
し
尿
を
処
理
す
る
た
め
の
浄

化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
っ
み
な
ぎ

ん
は
、
こ
の
浄
化
惜
の
働
き
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
一

浄
化
槽
に
入
っ
て
く
る
汚
水
は
、
沈

殿
層
で
浮
遊
物
を
取
り
除
か
れ
た
後
、

微
生
物
に
よ
っ
て
有
機
物
が
炭
酸
ガ
ス

と
水
に
分
解
さ
れ
、
薬
品
に
よ
っ
て
消

忘
し
た
後
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
こ
の
微

生
物
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
定
期
的
な

点
検
と
保
守
作
業
、
清
掃
な
ど
が
必
一
支

で
す
。浄
化
槽
法
で
は
、
命
化
槽
の
設
置
届
、

薬剤は盟国量を控え目に/洗剤、

惜
化
槽
管
理
z

仁
に
よ
ア
一
U

保
守
点
検
が
義

務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
介

は
、
浄
化
槽
使
用
の
停
止
が
命
じ
ら
れ

ま
す
。み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
浄
化
槽
管

麗
士
と
維
持
管
理
の
契
約
を
結
ぼ
れ
て

い
ま
す
か
。
浄
化
柑
管
四
一
士
か
ら
契
約

更
新
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。
資
絡
を
持
っ

た
業
者
に
維
持
斤
理
を
委
託
し
放
流
水

が
環
境
を
汚
染
す
る
こ
y

一
の
無
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
「

な
お
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
し
て
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
坐
活

環
境
課
(
宮
五
二
l

一
一
一
一
-
船
二

一U
九
一
一
一
)
ヘ
ゴ
連
結
v
j
v
J

い。
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お知らせ一一一一一

ふ
れ
あ
い
会
錆
搭
よ
窃

ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、
次
の
日

程
で
、
各
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
是

非
来
館
下
さ
い
。

町
内
小
中
学
校
生
徒

夏
休
み
作
品
展

町
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、

夏
休
み
中
に
描
い
た
絵
画
な
ど
約
五
十

点
を
展
示
し
ま
す
。

{
日
時
一
九
月
十
日
j
十
九
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

レ
ン
ズ
が
捉
え
た

衝
撃
の
写
真
展

交
通
安
全
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
交

通
事
故
現
場
等
の
衝
撃
的
な
映
像
写
真

約
三
十
五
点
や
、
実
際
の
事
故
車
両
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
日
時
}
九
月
二
十
五
日
j
十
月
六
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

年
金
の
受
取
先
の

変
更
は
慎
重
に

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
転
居
な

ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
「
住
所
・

支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
住
所
変
更
を
伴
わ
な
い

受
取
先
だ
け
を
変
更
さ
れ
る
方
が
、
特

に
最
近
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
届
書
を

迅
速
に
処
理
し
、
決
め
ら
れ
た
日
に
正

確
に
支
払
う
よ
う
努
力
し
て
お
り
、
こ

の
変
更
作
業
を
行
う
た
め
に
一
定
期
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

支
払
い
期
日
に
近
づ
い
て
か
ら
変
更

届
を
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
変
更
前
の
預

金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
り
、
決
め
ら

れ
た
日
に
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た

り
、
受
け
取
り
が
遅
く
な
っ
た
り
す
る

な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
を
き
た

す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受
け
取

る
た
め
に
は
、
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
人
匿
療
費

適
正
受
診
の
た
め
に

老
人
医
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ん
は
、
正
し
い
医
者
の
か
か
り
方
を
常

に
心
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

無
駄
な
医
療
費
を
省
く
こ
と
は
、
誰

の
た
め
で
も
な
く
皆
さ
ん
自
身
の
た
め

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
老
人
医
療
費
は
毎

年
増
大
し
国
保
、
健
保
等
の
財
政
悪
化

を
招
き
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
最
終
的
に
は
皆
さ
ん
自

身
の
負
担
増
を
余
儀
な
く
し
ま
す
。

。
ぉ
医
者
さ
ん
の
正
し
い
か
か
り
方

①
毎
月
一
回
は
、
保
険
証
と
健
康
手
帳

(
受
給
者
証
含
む
)
を
病
院
の
受
付
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
し
て
い
る
保
険
が
変
更
に
な
っ

て
い
た
場
合
、
病
院
の
医
療
請
求
が
誤
っ

た
も
の
と
な
る
た
め
、
病
院
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
月
の
初

め
に
受
診
さ
れ
る
時
は
、
保
険
証
と
健

康
手
帳
を
病
院
の
受
付
で
確
認
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
ハ
シ
ゴ
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
病
状
が
は
か
ば
か
し
く
な

い
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
他
の
病
院
に
変

わ
っ
た
り
、
同
じ
病
気
で
二
つ
三
つ
も

の
病
院
に
か
か
る
こ
と
は
、
医
療
費
を

無
駄
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
薬
、
注

射
等
が
重
複
す
る
た
め
危
険
で
す
。
必

ず
か
か
り
付
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
転
医
し
ま
し
ょ
う
。

③
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診
を
避
け

よ》つ。日
頃
の
心
が
け
次
第
で
深
夜
、
時
間

外
な
ど
の
受
診
は
避
け
ら
れ
ま
す
。
お

医
者
さ
ん
も
休
養
が
必
要
で
す
し
、
医

学
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
診
療
時
間
外

九
月
は
「
障
害
者

一
雇
用
促
進
月
間
」
で
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
障
害
者
の
方
を

一
人
で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。
障

害
者
の
方
を
安
定
所
の
紹
介
で
一
雇
用
さ

に
受
診
さ
れ
る
こ
と
は
、
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
大
幅
な
割
増

料
金
と
な
る
た
め
、
な
る
べ
く
時
間
内

に
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
お
医
者
さ
ん
の
指
示
を
よ
く
守
り
ま

し
ょ
、
つ
。

病
状
を
良
く
聞
き
、
薬
の
飲
み
方
、

食
事
、
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
、
医
者

の
指
示
を
良
く
守
り
、
病
気
が
完
治
す

る
ま
で
根
気
よ
く
治
療
を
続
け
ま
し
ょ

、つ。。長浜田Tの老人医療費状況

年 度 対象者数 総医療費 一人当たり医療費

平成4年度 1，739人
円
630，137円1，095，809，079 

平成5年度 1，794 1，222，110，584 681，221 

平成6年度 1，851 1，345，912，854 727，127 

平成7年度 1，916 1，471，233，317 767，867 

れ
た
場
合
は
、
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
安
定
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
大
洲
(
盟
二
四
l
三一

九
二

一
十
月
一
日
全
国
一
斉
に
事
業
一

↑
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
一

一
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
や
都
道
府
一

一
県
、
市
区
町
村
な
ど
の
、
こ
れ
か
一

一
ら
の
行
政
を
亨
え
て
い
く
た
め
の
一

一
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
一

一
九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
各
一

一
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
一

一

力

を

お

願

い

し

ま

す

o

~

一
社
会
生
活
基
本
調
査
一

一
総
務
庁
統
計
局
(
愛
媛
県
)
で
一

一
は
、
十
月
一
日
現
在
で
、
五
回
日
一

一
の
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
↑

一

ま

す

。

一

↑
こ
の
調
査
は
、
一
日
の
生
活
時
一

一
聞
の
配
分
、
自
由
時
間
活
動
の
実
一

↑
体
を
種
々
の
側
面
か
ら
捉
え
、
同
一

一
民
生
活
の
向
上
を
凶
る
上
で
必
要
一

一
と
な
る
諸
施
策
を
立
案
す
る
た
め
一

一
の
、
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
も
の
一

一

で

す

。

一

一
九
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
調
査
一

一
世
帯
を
お
訪
ね
し
て
、
調
査
票
の
一

一
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
↑

一

し

く

ご

協

力

ド

さ

い

。

~

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ー
総
務
庁
統
計
川
(
愛
媛
県

)
1

事
業
所
@
企
業
統
計
調
査
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語
祉

i
f
l

当
町
に
お
け
る
平
成
八
年
四
月

現
在
の
高
齢
者
人
口
(
六
十
五
歳

以
上
)
は
、
二
千
九
百
十
一
人

(
二
七
・
四
%
)
で
、
こ
の
ま
ま
高

齢
化
が
進
み
ま
す
と
、
二
十
一
世

紀
に
は
三
人
に
一
人
は
高
齢
者
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
に
な
れ
ば
、
寝
た
き
り
や

病
気
が
ち
に
な
っ
た
り
、
家
族
の

介
読
を
必
要
と
す
る
事
も
多
く
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
介
護
者
の

負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
色
々

な
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
あ
り
ま
す
。

。
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

一一一一福祉コーナー・募集

一
、
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

(
家
庭
奉
仕
員
派
遣
)
事
業
:
・
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
お
午
訪
り
の

家
庭
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
、
日
常
生
活
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。

戸困h、、

合

※
対
象
と
な
る
人
は
?

。
寝
た
き
り
、
痴
呆
、
虚
弱
な
ど
の
お

お
む
ね
六
十
五
最
以
上
の
お
年
守
り
及

び
身
体
障
害
者
の
方
で
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方

※
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
?

O
身
体
介
護
に
関
す
る
こ
と
:
食
事
・

排
地
・
衣
類
の
者
脱
・
身
体
の
清
掃
拭

.
洗
髪
・
入
浴
等
の
介
護

O
家
事
に
関
す
る
こ
と
:
調
理
・
衣
類

の
洗
濯
補
修
・
住
居
等
の
清
掃
・
整
理

整
頓
・
牛
活
必
需
品
の
買
物
・
関
係
機

関
等
と
の
連
緒

。
相
談
・
助
言
に
閲
す
る
こ
と
:
・
生
活
・

身
上
・
介
護
に
閉
す
る
相
談
や
助
一
一
言

※
派
遣
回
数
は
7

一
週
間
に
一
回
j
一
二
回
存
度
で
す
。

(
但
し
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
)

※
利
用
世
帯
の
費
用
負
担
は
?

む
生
活
保
護
世
帯
や
生
計
中
心
者
の
前

午
の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
は
無
料
で

す。。
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
税
課
税

世
帯
は
有
料
で
す
。
最
高
費
用
負
担
額

は
一
時
問
弁
た
り
九
百
十
円
で
す
。
た

だ
し
、
十
月
一
日
か
ら
九
百
一
一
十
円
に

な
り
ま
す
。

J与

移動入浴サービス

二
、
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
:

自
宅
に
お
い
て
入
浴
が
困
難
な
人

に
対
し
、
移
動
入
浴
車
に
よ
る
入

浴
ザ
l
ピ
ス
事
業
で
す
。

※
対
象
と
な
る
人
は
?

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝

た
き
り
老
人
の
方
及
び
重
度
障
害

若
の
万
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
7

月
に
二
回
j
三
回
の
入
浴
。

※
利
用
世
帯
の
費
用
負
担
は
?

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
準
じ
ま
す
。

今
回
は
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
こ

相
談
が
あ
り
よ
し
た
ら
、
長
浜
町

役
場
福
祉
課
老
人
福
祉
時
(
位
五

一一

l
一
一
一
一
・
冊
一

-
O
七
三
)

へ
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

同
等
資
格
以
上
の
者
(
平
成
九
年
四
月

一
ぴ
現
タ
ト
ベ
歳
j
二
十
歳
一
一

{
選
抜
方
法
F

推
薦
ま
た
は
一
般
入
試

将
校
で
は
、
内
航
船
舶
職
員
(
船
長
・
一
出
願
期
間
一
推
薦
:
・
十
月
一
円
j
十

航
海
士
・
機
関
長
・
機
関
七
)
の
養
成
月
-
二
十
一
日
、
一
般
人
試
;
卜
月
一
日

を
行
っ
て
お
り
、
次
の
と
お
り
学
生
を

j
十
一
月
十
五
日

募

集

し

ま

す

。

一

お

問

い

合

わ

せ

一

波

方

海

良

川

J

校
教

{
募
集
人
員
}
専
修
科
約
八
十
名
務
課
(
宮

C
八
九
八
l
四一

1
九
六
川

{
資
格
一
高
等
学
校
本
業
ま
た
は
高
卒
。
)
ま
で
。

す

~

」

郎

子

之

夫

薫

.

一

一

一

人

淀

川

調

蜘

は

ン

使

ζ

、

泰

一

3
V担
、

点

三

一

室

内

'
i
h

ヨ
イ
i

h

ヌ
万
時
同
時

知

樹

刻

一

川

、

ン

勾

，

町

一

万

出

町

村

ト

川

淵

田

川

中
j
d

清

一

同

開

西

ぺ

北

か

内

小

園
占
ゆ
ie

五

円

聖

一

F

F

F

F

ノ

布陣
M

H

H

U

V

/

二

冊

一

王

位

一

時

計

長

引

幻

附

一

孫

州

知

~

村

ロ

ホ

ホ

十

母

一
キ
矛

0

0

0

ハ一一

¥
¥
¥
投
句
し
ま
せ
ん
が
/

d
E白
日
一

平
市
八
年
度
県
民
総
合
文
化
祭
・
俳

句
大
会
を
、
十
一
月
十
ヒ

υに
吉
海
町

町
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
兼
題
句
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
き

ト

v{
投
句
数
}
一
人
二
旬
以
内
(
当
季
雑

詠
、
未
発
表
の
作
品
)

{
投
句
方
法
}
官
製
は
が
き
に
、
作
品

と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
投
商
し
て
く
だ
さ
い
。

{
締
め
切
り
}
九
月
二
十
五
日
(
厳
守
)

由学
主生
;長募
資集
学
校

¥，，¥__/ 

者著名書

一
投
句
先
一
一
T

七
九
O
松
山
市
御
幸
一

丁
目
四
一
八
l
三
:
上
原
白
水
方
、
愛

媛
県
俳
句
協
会
事
務
局

一
投
句
料
一
無
料

一
選
者
}
篠
崎
圭
介
通
中
川
青
野
子
、

土
口
肝
義
子
、
米
田
双
葉
子
、
相
原
左
義

長
、
稲
荷
山
人
、
乾
燕
子
、
阪
本
謙
二
、

高
石
幸
平
、
豊
田
晃

一
表
彰
一
選
者
一
人
に
つ
き
特
選
二
句

を
表
彰
。
最
優
秀
作
品
六
句
に
知
事
賞

等
を
贈
呈
。

一
お
問
い
合
わ
せ
}
愛
媛
県
生
活
文
化

部
文
化
振
興
課
(
宮
O
八
九
i
九
四
一

1

二
一
一
こ
ま
た
は
、
愛
媛
県
俳
句
協

会
事
務
局
ま
で
。

寛

仁物語の森へ

五木
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外国青年招致事業一一一

ょ う ζ そ長麗ヘ

~外国青年招致事業 (jE T事業)---j 

さんをご紹介しますネルハイ外国語指導助手

近
年
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
役
割
は
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
、
外
国
語
教
育
の
充
実
と
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
・
相
互
理

解
の
進
展
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
長
浜
町
で
は
、
自
治
省
、
外
務
省
、
文
部
省
の
協
力
の
も

と
で
行
わ
れ
る
外
国
青
年
招
致
事
業

(
J
E
T
事
業
)
に
よ
り
外
国
青
年

を
迎
え
、
外
国
語
指
導
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
交
流

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ハイネル・工イドリアンさん

オ
レ
ゴ
ン
か
ら

コ
ン
二
チ
ハ
/

今
回
、
長
浜
町
へ
来
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ハ

イ
ネ
ル
・
エ
イ
ド
リ
ア
ン
さ
ん
。
九
月

か
ら
中
学
校
の
授
業
で
英
語
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
は
、
一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九

年
)
生
ま
れ
の
二
十
二
歳
。
西
海
岸
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市

の
出
身
で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ユ

l
ジ
ン
市

在
住
。
五
人
家
族
で
五
歳
年
上
の
お
兄

さ
ん
と
一
一
人
兄
弟
と
の
こ
と
。

来
日
間
も
な
く
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

気
持
ち
良
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え

下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

日
本
に
来
た

き
っ
か
け
は
?

オ
レ
ゴ
ン
大
学
在
学
中
に
、
交
換
留

学
生
と
し
て
一
年
間
早
稲
田
大
学
に
来

た
の
が
最
初
の
来
日
で
し
た
。
円
本
語

は
き
れ
い
な
一
言
葉
だ
と
感
じ
て
い
た
の

で
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
も
日
本
語
を
専

攻
し
た
の
で
す
が
、
早
稲
田
時
代
に
さ

ら
に
日
本
語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
、
日
本
語
が
持 お兄さんとお母さん(左から 2~3 番目)

つ
日
本
文
化
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
も
う
一
度
日
本
へ
行
き
た
い
と

思
い
今
回
J
E
T
事
業
に
応
募
し
た
わ

け
で
す
。
オ
レ
ゴ
ン
の

P
R
を
ど
う
ぞ
/

地
理
的
に
は
、
北
海
道
く
ら
い
の
緯

度
に
位
置
し
日
本
と
同
じ
く
四
季
が
あ

り
ま
す
。
キ
ヤ
ス
ケ
l
ド
と
一
言
わ
れ
る

美
し
い
山
々
は
最
高
の
景
観
で
、
ス
キ
ー

場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
も
あ
り
、
シ
ー

ズ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
す
。
太
平
洋
の
雄
大
さ
も
素
晴
ら

し
く
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
て
も
素
敵

な
と
こ
ろ
で
す
。

美しい自然に恵まれたオレゴン

趣

昧

は

? 

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

タ
イ
プ
で
、
数
え
る
と
た
く
さ
ん
有
り
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ま
す
。
読
書
、
短
編
小
説
の
執
筆
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
バ
イ
キ
ン
グ
、
ス
キ
l
、

ギ
タ

1
、
ド
ラ
ム
・
:
な
ど
、
幅
広
く
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
嵐
太
鼓
と
い

う
勇
壮
華
麗
な
太
鼓
集
団
の
こ
と
を
聞

き
、
さ
っ
そ
く
入
会
し
ま
し
た
。
一
生

懸
命
練
習
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
と
し
て
、
合
気
道
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
合
気
道
は
、
オ
レ
ゴ

ン
に
い
た
時
に
三
か
月
く
ら
い
や
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
稽
市
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、
九
歳
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
て
、

現
在
も
一
番
の
関
心
事
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
の
私
の
周
り
に
は
、
イ
ン
タ
ー
、
不
y

ト
を
使
わ
な
い
人
は
全
く
と
一
一
一
円
っ
て
い

い
ほ
ど
い
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
ま

で
使
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

外国青年招致事業

し
で
は
生
活
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

日
本
料
理
に
も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
長
浜
町
の
印

象

は

?

お父さんと一緒にギターで弾きJ語り

来
町
初
日
に
は
、
正
直
言
っ
て
小
さ

い
町
だ
な
あ
と
い
う
印
象
で
し
た
。
で

も
、
そ
の
後
一
人
で
散
歩
に
出
掛
け
た

時
、
緑
豊
か
な
山
々
や
雄
大
な
肱
川
の

流
れ
、
青
い
海
な
ど
を
見
て
、
自
然
に

恵
ま
れ
住
み
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
会
う
人
は
み
ん
な
親
切
で
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
た
ま
に
は
英
語
で
普
段
の
よ
う

に
元
談
を
一
一
行
っ
た
り
、
会
話
を
し
合
え

る
人
が
い
た
ら
も
っ
と
い
い
な
あ
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

毎日夜遅くまで日本語の勉強をしていました

町
民
の
皆
さ
ん
ヘ

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と

お
り
、
ハ
イ
ネ
ル
さ
ん
に
一
筆
し
た
た

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
原
文
で

孝三7=--(.;久手7兵
力、5本;当u-

のブ月ち中し守?ρ一-2力吋しZ"ロド?72 並ノレ
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人権作文ほか一一一一一

飲
用
井
一
戸

受
水
槽
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ま
へ

全
国
的
に
、
病
原
性
大
腸
菌
等
に
よ

る
感
染
症
が
多
発
し
て
お
り
、
飲
出
井

戸
及
び
受
水
槽
(
高
架
水
槽
を
含
む
)

に
よ
り
供
給
さ
れ
る
飲
用
水
も
、
感
染

症
の
原
因
に
な
る
微
生
物
の
感
染
媒
体

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
次
に
よ
り

衛
生
確
保
に
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

①
飲
用
井
戸
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
1

水
道
法
で
は
、
飲
用
井
戸
等
の
水
質

検
査
の
義
務
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
原
性
大
腸
菌
等
の
感
染
防
止
の
た
め
、

大
腸
菌
群
検
査
等
の
水
質
検
査
を
白
主

的
に
行
っ
て
下
さ
い
。

検
体
受
付
は
、
毎
週
月
・
火
曜
日
に

自
賠
責

無
け
れ
ば

今
年
も
、
無
保
険
(
無
共
済
)
車
対

策
協
議
会
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
間
「
無
保
険
(
無
共
済
)
車

を
無
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い

ま
す
。自
動
車
及
び
バ
イ
ク
に
は
、
白
賠
責

保
険
(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険
(
無
共

済
)
で
走
る
と
、
六
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に

違
反
点
数
六
点
と
な
り
免
許
停
止
処
分

大
洲
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
大
洲
保
健
所
(
宮
二
四
l

二
二
六
五
)
ま
た
は
、
愛
媛
県
予
防
医

学
協
会
(
電
話
O
八
九
l
九
四
一

l
七

九
七
七
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

②
受
水
槽
(
高
架
水
槽
を
含
む
)
を
設

置
さ
れ
て
い
る
方
!

受
水
槽
の
管
理
は
、
所
有
者
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
点
検
、
清
掃
及
び
残
官
塩
素
の
確
認

を
す
る
ほ
か
、
受
水
槽
に
亀
裂
等
が
あ

る
場
合
は
直
ち
に
補
修
を
行
い
、
補
修

が
不
可
能
な
場
合
は
改
造
等
を
行
っ
て

下
さ
い
。

乗
れ
な
い

走
れ
な
い

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

無
保
険
(
無
共
済
)
車
の
中
に
は
、

車
検
切
れ
と
共
に
保
険
(
共
済
)
の
期

間
切
れ
に
気
づ
か
な
い
ケ
1
ス
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

無
保
険
(
無
共
済
)
で
死
傷
事
故
で

も
起
こ
す
と
大
変
で
す
。
今
一
度
契
約

期
間
を
確
認
し
、
期
間
切
れ
の
場
合
は

直
ち
に
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
や
代

理
由
等
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
あ
る
日
の
休
み
時
間
、

A
く
ん
と

一
B
さ
ん
が
U
げ
ん
か
を
始
め
ま
し
た
。

一
教
室
で
遊
ん
で
い
た
A
君
が
走
っ
て

一
い
て
、

B
さ
ん
に
当
た
っ
た
こ
と
が

一
原
い
ん
の
よ
う
で
し
た
O
Bさ
ん
が
、

一
「
や
め
り
や
o
」

一
と
言
、
っ
と
、

A
く
ん
は
、

一
「
う
る
さ
い
わ
い
、
ゴ
リ
ラ
。
」

一
と
言
い
返
し
ま
し
た
O
B
さ
ん
が
す

一
ぐ
に
、

一
「
な
す
ぴ
。
」

一
と
言
い
返
し
ま
し
た
。

一

A
く
ん
と

B
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
は

↑
あ
ま
り
け
ん
か
な
ん
て
し
な
い
の
に
、

一
こ
の
日
は
な
か
な
か
お
さ
ま
り
ま
せ

一
ん
。
と
う
と
う
、
た
た
き
合
い
に
な
っ

一
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ず
っ

一
と
見
て
い
た
ぼ
く
は
、
「
や
め
ろ
」

一
と
一
一
目
い
た
か
っ
た
け
ど
、
け
ん
か
に

一
ま
き
こ
ま
れ
た
く
な
い
の
で
、
何
も

一
一
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
十

一
分
ぐ
ら
い
た
っ
て
、
や
っ
と
お
さ
ま

一
り
ま
し
た
。

一

B
さ
ん
は
な
き
ま
し
た
。

A
く
ん

一
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
た

C
く
ん

一
は
、

一
「
ゃ
ん
よ
1
0
」

一
と
一
一
円
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ

一
と
を
言
、
つ
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
o

-
B
さ
ん
は
、
き
っ
と
い
や
な
思
い
を

「
=

-・
l
i
t
・園」

ん
で
い
る
う
ち
に
前
よ
り
も
な
か
よ
一

く
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
け
一

ん
か
は
あ
っ
た
け
ど
、
大
き
な
け
ん
一

か
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

A
く
ん
だ
一

け
じ
ゃ
な
く
、
学
級
の
み
ん
な
と
も
一

な
か
よ
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
あ
一

ん
な
け
ん
か
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
一

に
、
と
て
も
ゆ
か
い
な
学
級
で
す
。
-

じ
ゅ
業
中
も
ゆ
か
い
す
ぎ
る
ほ
ど
で
一

す
。
学
級
が
ゆ
か
い
に
な
る
と
、
け
一

ん
か
も
へ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
一

そ
し
て
、
終
り
の
会
で
は
、
み
ん
一

な
で
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
こ
と
を
…

発
表
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
あ
だ
な
の
一

こ
と
や
言
葉
づ
か
い
の
こ
と
が
よ
く
一

出
て
き
ま
す
o

す
ぐ
に
は
よ
く
な
ら
一

な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
気
を
つ
け
一

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

一

学
級
の
み
ん
な
が
な
か
よ
く
な
れ
一

ば
、
け
ん
か
も
し
ぜ
ん
に
へ
る
こ
と
一

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一

み
ん
な
で
も
っ
と
遊
ん
だ
り
、
終
わ
一

り
の
会
で
は
は
ん
せ
い
し
た
り
し
て
、
一

も
っ
と
も
っ
と
な
か
の
よ
い
学
級
に
一

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

失
事
1
ム

一

一

ヘ

軒

、

之

/

/

一

/〉安一一塁
E

一

し
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く

が
、
す
ぐ
に
け
ん
か
を
と
め
て
い
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
と
て
も
ざ
ん
ね

ん
で
し
た
。

ぼ
く
も
、
二
年
生
の
と
き
に
、

A
く

ん
と
大
げ
ん
か
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
け
ん
か
は
、
も
っ
と
す
ご
い

も
の
で
し
た
。
つ
く
え
を
ひ
つ
く
り
か

え
し
た
り
、
物
を
使
っ
て
た
だ
い
た
り

し
て
、
教
室
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り

ま
し
た
。
担
任
の
先
生
が
来
ら
れ
る
ま

で
、
二
十
分
ぐ
ら
い
続
き
ま
し
た
。
今

か
ら
思
う
と
、
何
で
そ
ん
な
大
げ
ん
か

を
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
だ
っ

て
、
下
じ
き
の
絵
を
み
て
、
当
て
や
い

こ
を
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
い

あ
ら
そ
い
か
ら
け
ん
か
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。今、

A
く
ん
は
な
か
よ
し
で
す
。
遊

II人J権作I文II
とけんかのこ

小学3年生
( 7年度人権作文集より)
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L
E
T
Sタ
吻
寺
シ
グ
一
代
笠
一
一
唱
団
主

生
活
改
善
・
コ
ス
モ
ス
グ
ル
ー
プ

な
す
の
ご
ま
だ
れ
漬
け

(四
j
五
人
八
刀
)

紹介コーナー

{
材
料
一な
す
白
ご
ま

1

同

一
砂
糖

※一

一
し
よ
う
泊

「
お
ろ
し
生
美

易
ア
油

一
作
り
方
}

一
]
ご
ま
を
煎
っ
て
、
油
が
出
る
く
ら
い

ま
で
よ
く
す
り
、
そ
の
中
に
※
を
入
れ

て
混
ぜ
合
わ
せ
る
J

②
な
す
を
縦
半
分
に
切
り
、
四
j
五
叩

の
拍
子
切
り
に
し
、
氷
仁
つ
け
て
あ
く

を
抜
く
。

③
な
す
の
水
討
を
き
っ
て
油
で
揚
げ
、

山
一
の
ご
ま
だ
れ
の
中
に
つ
け
て
お
く
。

④
お
叫
に
盛
り
付
け
で
き
あ
が
り
。

四
j
五
本

一ニ
O
g

大
さ
じ
四
杯

大
さ
じ
四
杯

大
さ
じ
四
杯
少
々
適
量

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
・
・
な
す
は
熱
い
う
ち

に
、
ご
ま
だ
れ
に
つ
け
る
こ
と
。

私
た
ち
は
、
社
凶
法
人
当
道
音
楽
会

(
本
部
大
阪
)
に
所
属
し
、
長
浜
、
ト
へ

洲
の
愛
好
者
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
る

筆
曲
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、
警
一
一
粒
・

十
七
絃
を
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
二
一
歳
か
ら
七
O
歳
ま
で
と

幅
広
く
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
言
う
よ
り

コスモスグループの皆さん

頑張。ていますf

(宰曲)

一
対
一
の
個
人
稽
古
が
主
で
、
「
六
段

の
調
」
「
千
鳥
の
曲
」
な
ど
の
古
典
も

の
か
ら
況
代
曲
ま
で
、
様
々
な
伝
統
的

な
錯
す
の
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
に
は
、
み
ん
な
で
合
奏
し
て
難
曲

に
挑
戦
す
る
な
ど
、
お
互
い
の
腕
を
磨

き
合
い
会
員
の
交
流
を
深
め
、
お
宮
干
の

持
つ
優
し
さ
や
素
朴
さ
を
大
切
に
し
て

豊
か
な
心
情
で
弾
き
続
け
た
い
と

B
々

励
ん
で
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
演
奏
会
を
予
定
し
て
お

り
、
一
人
一
人
の
力
が
卜
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
お
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

お
隼
を
弾
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
連
絡
先
}
稲
田
こ
と
き
(
宮
五
ぺ

1

0
五
五
五
)
ま
で
。

一
練
習
日
一
毎
週
水
・
木
曜
円

一
練
習
場
所
}
岸
本
土
一
…
棟
方

一
会
員
}
稲
旧
こ
と
き
、
鎌
出
弘
子
、

浜
上
千
代
子
、
木
村
早
苗
、
菊
池
ひ
と

み
、
西
山
佐
千
恵
、
稲
田
早
苗
、
永
作

智
子
、
西
村
山
女
恵
、
宅
見
回
日
子
、
稲
田

郡
、
万
野
ヂ
ヨ
ミ
、
井
上
穂
子
、
木
村

悦
子
、
松
付
ま
ゆ
み
、
尾
上
回
目
代
、
池

田
け
い
す
け
、
池
田
ゆ
き

練習の成果を披露する会員の皆さん

生田流箪曲永尾会

、戸
、ー・・

まちがし1さがし
いくつさがせるかな?

さつペンネーム

¥や;

J 

ぺ止4十八⑨ ~I，① 劉+⑦ 干トCf'①
日ωycρ引 キムτいJ① 詰
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華
麗
な
ラ
ケ
ッ
ト
さ
ば
き
で

ー
長
浜
町
卓
球
ん
会

1

七
月
十
四
日
、
間
労
苫
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
第
十
九
団
長
浜
川
巾
球
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
一
一
百
四
十
七
人

が
参
加
し
た
。

こ
札
は
、
町
中
央
公
民
館
と
体
育
協

会
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
シ

ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
七
種
目
で

熱
い
戦
い
が
練
り
広
げ
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
日
頃
練
習
を
重
ね
て
州
市

き
上
げ
た
ラ
ケ
ッ
ト
さ
ば
き

ボ
ー
ル
を
操
っ
て
い
た
の

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を

ー
い
じ
め
。
登
校
拒
再
問
題
1

七
月
一
一

I
仁
川
、
ふ
れ
あ
い
会
館
に

お
い
て
、
い
じ
め
・
登
校
出
百
問
題
等

研
究
和
議
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
投
育

関
係
者
ら
約
-
白
一
一
十
人
が
参
加
し
た

いじめ・登校拒否問題についての意見発表

こ
れ
ば
.
近
年
大
一
き
な
社
会
問
題
と

な
コ
て
い
る
い
じ
め
・
九
段
校
拒
否
問
哩

に
つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
桔
椋
的
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
開
催
さ

札
た
も
の
で
、

P
T
A
や
午
校
、
青
少

半
建
全
育
成
関
係
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
す
一
場
か
ら
問
喧
解
決
へ
向
け
た
意
見

発
表
や
同
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

地
域
で
青
少
年
健
全
育
成

-J
今
坊
地
区
「
太
陽
の
広
場
」

1

七
月
二
十
へ
目
、
喜
多
灘
小
学
校
を

主
会
場
に
第
卜
九
同
太
陽
内
広
場
が
開

催
き
れ
、
地
域
住
民
約
一
一
斉
人
が
参
加 一球ごとに集中します

し
た
。こ
れ
は
、
住
民
の
奉
仕
の
粕
村
と
青

少
年
の
健
全
育
成
や
一
推
進
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
た
も
の
。
早
朝
か
ら
約
二
時

間
の
地
域
一
斉
清
掃
に
引
き
続
き
、
盆

踊
り
練
習
、
笹
飾
り
審
査
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
一
一
加
者
は
、
昼
食
時
の
そ
う
め
ん

流
し
や
か
き
氷
で
疲
れ
を
癒
し
、
楽
し

く
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
た
ー

自
然
の
中
で
体
験
学
習

1
青
少
年
夏
季
キ
ャ
ン
プ
ー

七
月
二
十
九
日
か
ら
一
二
十
日
ま
?
の

二
日
間
、
投
川
で
青
少
年
夏
季
キ
ャ
ン

プ
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
二
一
十
一
人
件
一
戒
川
の
老
人
ク
ラ
ブ

明
育
会
会
員
仁
む
が
参
加
し
た
。

一
)
れ
は
、
自
然
の
中
で
青
少
年
の
自

立
心
を
一
拍
車
つ
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
町

教
育
委
員
会
と
長
浜
の
子
ど
も
を
み
'
ん

な
で
育
て
る
会
の
共
催
で
行
わ
れ
だ
も

大
平
さ
ん

E
号

金
橋
さ
ん

4

E

ー
一
要
季
囲
碁
大
会
1

八
月
十
一
一
一
一
川
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第

六
十
二
回
夏
不
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
、

愛
好
者
咋

f
九
人
が
参
加
し
熱
戦
を
展

なかなかおつな昧でした(今坊太陽の広場)

の
で
、
参
加
者
は
、
山
歩
き
や
昆
虫
採

集
、
ひ
も
の
結
び
方
な
ど
を
通
し
て
ム
受

流
し
、
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

真剣な表情で碁盤にのぞむ参加者ひもの結び方を教わる小学生

聞
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
。

一
A
級
一
優
勝
;
大
平
吉
〔
諒
、
準
優
勝
・
:

浜
村
市
太
郎
、
三
位
:
白
石
川
仁

{
B級
}
優
勝
:
・
金
橋
喜
雄
、
準
優
勝
:

一
色
壮
一
、
三
枚
・
:
篠
崎
秀
矢

直

隆

司
直

H
H
柴

俳

句

会

H
H

万
緑
を
分
け
入
り
て
汲
む
観
音
水

柴

中

年

栄

限
ら
れ
し
命
を
見
舞
う
梅
雨
察
し

徳

田

シ

ヅ

7
ト
J

青
田
風
旅
の
土
産
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

清

水

ヨ

シ

子

震
休
み
組
中
棺
山
の
宮
掃
除

小

西

カ

メ

コ

冒
と
早
の
し
げ
る
棚
田
の
葛
か
ず
ら

渡

辺

千

代

子

朝
取
り
の
胡
瓜
宅
急
便
に
入
れ

坂

井

良

恵

む
さ
さ
び
や
子
育
て
寺
は
た
騒
動

渥

美

恵

子

峡
晴
田
治
円
目
と
な
り
て
水
の
音

坂

井

吉

久

子

五
ア
ー
ル
の
比
一
指
き
終
え
て
独
乾
杯

新

満

穂

紫
陽
花
の
雨
に
重
た
き
花
か
し
げ

坂

田

ス

ミ

子

髪
、
っ
す
き
事
を
隠
し
て
夏
明
子

林

定

了ー
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菊
地
敏
行
さ
ん

1
全
悶
肢
体
不
自
由
児
者

父
悼
の
会
連
合
会
長
表
彰

1

七
月
七
日
、
結
成
一
一
一
十
五
周
年
記
念

第
二
十
九
回
全
国
肢
体
不
自
由
児
者
父

玉
井
洋
君
ら
優
勝

klJ
町
内
小
学
校
水
泳
大
会

1

七
月
二
十
四
日
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
、
ヂ
成
八
年
度
長
浜
町
内
小
学
校

水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

予

一
二
十
五

m
自
由
型
}
①
玉
井
洋
(
櫛

生
)
国
秒
1
⑦
岡
山
和
志
(
長
浜
)
日

秒
l
③
中
田
裕
二
(
大
和
)
凶
秒
4

{
五
十

m
自
由
型
}
①
井
仁
博
人
(
出

舟
の
会
連
合
会
全
国
大
会
(
神
奈
川
県
)

に
お
い
て
、
長
浜
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
会
長
菊
地
敏
行
さ
ん
(
白
滝
・
八
O
)

は
、
模
範
介
護
功
労
者
と
し
て
、
(
社
)

全
国
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

海
)
部
秒
0
②
中
川
敬
太
(
長
浜
)
訂

秒
7
③
津
井
遼
(
櫛
生
)
泊
秒
8

一百

m
自
由
型
}
①
稲
同
補
(
長
浜
)

1
分
四
秒
2
②
政
所
和
正
(
長
浜
)
1

ハ
刀
訂
秒
1
①
中
田
裕
一
一
一
(
大
和
)
1
分

ω秒
。
一
五
十

m
平
泳
ぎ
}
①
梁
田
渉
(
大
和
)

叩
秒
2
②
大
島
浩
二
(
長
浜
)
印
秒
9

③
畑
山
大
知
口
郎
(
出
海
)
日
秒
4

一百

m
平
泳
ぎ
一
①
梁
田
渉
(
大
和
)

1
分
幻
秒
l
①
大
島
市
二
(
長
浜
)
1

分
認
秒
4
山
一
畑
山
大
知
円
郎
(
出
海
)
1

分
酢
秒
7

一一一一表彰@一歳です

しょうよう

宇都宮'将洋ちゃん(豊茂)
てくた名;己れ
下手。付、する海 n
さケ強け河-了の 1
いさごくま」に ιj
円らだしとな-) ， 

'コ v
-r 広

4i 
ら宝
いる
7 -齢、
L1Jし、
と長
v'ち
つ
原頁 }¥、
しミ フう、

をら
;2ミイ言 ; 
01コ宵:

平成 7年 9月25日生まれ て己 i

(父
H
直
人
さ
ん
・
母
H

理
子
さ
ん
)

{
五
十

m背
泳
ぎ
一
①
抗
日
以
旧
(
長
浜
)

担
秒
0
②
有
友
幸
司
(
櫛
生

)
1
分
2

秒
1
③
丙
山
典
正
(
ト
人
和
)
1
分
3
秒

5 
{
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
菊
地
昭

弘
一
山
海
)
却
秒
1
②
久
保
田
隼
也

(
師
生
)
お
秒
9
③
谷
附
晃
拓
(
豊
茂
)

4
少
3

3
平
↑

t

一
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
お
井
上
博
人

(
山
海
)
札
秒
7
②
矢
野
大
樹
(
長
浜
)

位
秒
8
③
坂
井
拓
也
(
大
和
)
U
砂
1

一
七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
}
①
岡
山

和
志
(
長
浜
)
1
分
8
秒
0
②
矢
野
大

樹
(
長
浜

)
1
分
9
秒
8
③
東
浦
純

(
出
泌

)
1
分
日
秒
1

一
百
五

+
mメ
ド
レ
ー
リ
レ
l
一
①
長

浜
2
分
叫
秒
5
②
大
和
2
分
叩
秒
]
③

櫛
生
2
分
川
町
秒
4

一
二
百

m
リ
レ
ー
一
一
札
一
長
浜
2
分
却
秒

3
②
出
海
2
分
ぬ
秒
9
③
櫛
生
2
分
叫

秒
8

出
品

号

一
二
十
五

m
自
由
型
}
一
ψ
渡
漫
沙
代

(
白
滝
)
口
秒

4
3玉
井
明
日
香
(
出

海
)
口
秒
7
①
一
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
)

口
秒
9

一
五
十

m自
由
町
一
}
①
福
沢
知
子
(
長

浜
)
お
秒
6
②
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
)

話
秒
9

@岡
山
真
美
(
長
浜
)
お
秒
9

一一白

m
自
由
型
一
①
和
田
華
央
理
(
長

浜
)
1
分
却
秒
2
②
玉
井
明
日
香
一
一
山
川

海
)
1
分
引
秒
4
一
③
池
田
奈
々
疋

和
)
1
分
お
秒
。

一
五
十

m
平
泳
ぎ
}
①
山
本
真
由
美

一
長
浜
)
叫
和
7
也
松
岡
葉
子
(
大
和
)

的
秒
5
一
必
ト
旧
有
希
(
害
多
灘
)
印
秒

「
リ

一百

m
平
泳
ぎ
}
①
山
本
真
山
美
(
長

浜
)
1
分
札
秒
6
②
松
田
葉
子
(
い
ん
相
)

1
分
組
秒
4
③
上
田
の
希
(
喜
多
灘
)

1
子

8
少
ヨ

一

一

λ
ノ

A
・1
f
i
R

{
五
十

m
背
泳
ぎ
一
一
弘
一
川
山
真
美
(
長

浜
)
幻
秒
4
②
松
岡
歩
(
長
浜
)
羽
秒

1
③
和
左
田
良
恵
(
白
滝
)
日
秒
9

一
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一

ω一
村
本
里

美
(
山
均
一
回
秒
9
②
上
回
郁
子
(
白

滝
)
初
秒
8
③
田
中
満
里
子
(
櫛
生
)

幻
秒
4

{
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
村
本
里
美

(
出
海
)
担
秒
4
②
和
田
華
央
理
(
長

浜
)
叫
秒
9
③
量
出
美
沙
(
出
海
)
何

秒
6一七
十
五

m個
人
メ
ド
レ
ー
一
①
稲
探

知
子
(
長
浜
)
1
分
叩
秒
2
②
矢
野
要

理
花
一
長
浜
)
1
分
団
秒
台
一
切
菊
池
忌

(
櫛
生
)
1
分
別
秒
0

{
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
i
}
①
長

浜
2
分
別
秒
3
②
大
和
2
分
幻
秒
6
③

櫛
生
2
分
却
砂
9

一
二
百

m
リ
レ
ー
一
①
長
浜
2
分
訂
秒

9
軍
内
滝
2
分
日
秒
2
岳
出
海
2
分
日

秒
0

);_ 

櫛
生
小

慢
氏
乃
校
に

i11

他
市
原
推
進
学
校
表
彰
f
1

八
月
九
日
、
松
山
市
で
平
成
人
年
度

健
康
推
進
学
校
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
昨

牛
に
引
き
続
き
櫛
比
小
山
f
校
が
優
秀
小

学
校
と
し
て
、
阿
部
茂
愛
媛
県
教
育
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
1

〕た。

九
月
九
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

ー
応
急
手
当
て
を
身
に
つ
付
よ
う
に
ノ

消
防
署
で
は
、
応
急
子
当
て
普
及

の
た
め
に
指
導
員
の
派
遣
や
、
独
自

の
普
通
救
命
講
習
、
上
級
救
命
講
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
万
一
の
事
故
に

備
え
、
職
判
州
や
グ
ル
ー
プ
、
各
地
恒

で
の
行
事
に
、
応
急
手
当
て
の
講
習

会
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、つ。一
講
習
会
の
内
容
}

①
普
通
救
命
講
官
E--
今
一
日
曜
間
の
講
習

で、
1

人
工
呼
吸
」
や
「
心
臓
マ
ァ

什

i
一
ン
一
、
「
止
血
法
」
な
ど
。

一
必
一
上
級
救
命
講
習
・
e
-

八
時
間
の
講
習

で
、
「
人
工
呼
岐
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
止
血
法
」
の
他
、
「
骨
折
、
外

傷
、
火
傷
な
ど
の
時
の
応
急
手
当
て

や
搬
送
方
法
」
な
ど
。
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十
月

印刷 (有)岸本印刷l

日
か
ら
営
業
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ
で
す

ー
四
国
電
力
大
洲
営
業
所
長
浜
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
ー

平成8年 9月 l日発行平成 8年9月号広報 ながはま

も
し
く
は
、
長
浜
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

(
宮
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一
二
O
l
四

一
O
l
六
四
四
、
ま
た
は
五
二

1
0
0

0
六
)
ま
で
。

. 8時40分-20時の聞は、従
平日 来どおり。
(月曜日~土曜日) .20時~翌朝8時40分の間は、

長浜お客さまセンターを閉底。

日曜日 ・国民
-終日、長浜お客さまセンター

の祝日・年始
を閉庖。3日間

ただし、長浜お客さまセンターの閉庖中は大
洲営業所で受付対応いたしますので、長浜お客
さまセンターの玄関口に備付けの社内専用電話
で、ご用件をお申付けいただくこととなります。

ンに備えてご自宅の点検をグ
樹木やテレピアンテナが倒れた り、
を切り、停電事故を起'こした りし
に触れて、感電するといつ
ります。
め、次のことにご注意下さ

ナは、支線で補強しま しょ

て飛ばないよう、しっ

に触らないです
!足
名

長長二長長長
女女女女男男
映え

夏主玲去里り真ま 友T
歩日奈な奈な由ゅ開f;樹さ

沖

浦

池

田

直

行

長

浜

村

木

恵

介

長

浜

山

口

敏

幸

今

坊

松

下

努

今

坊

後

藤

直

樹

沖

浦

岡

本

光

司

お
〈
や
み

7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

-中柴今白白長柴豊

茂

沖

浦

上
老
松 浦

山新宮友鎌藤矢田撲

団側野上

勲
(
七

O
)

道

春

(

七

O
)

二
三
枝
(
八
五
)

ク
ニ
ヱ
(
八
九
)

コ
マ
ヨ
(
九
四
)

シ
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砂看板やピニー
かり固定しておきましょ
惨切れた電線を発見した時
ぐ四国電力へご連絡下さい。
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田下回中口岡

9月は、太陽暦で秋の最初の月。

この月になると、大気は澄み爽や

かで秋らしい感じがする。始めは

残暑も感じるが、月の半ばになる

と涼しくなる。北 の地方や高山に

は霜の降りる所もある。 「水音も

風の音にも 9月かな」の句が浮か

ふ主。

さて、今年の210日は 9月 1日

で、台風が多いのもこの頃である。

この日を厄日として暦にのせたの

は、 5代将軍綱吉の時という 。

愛媛新聞社は、今年の 9月11日

で創刊 120周年を迎えるのを機に、

9月を「俳句の月」とし、愛媛の

俳句文芸の一層の発展に寄与する

ため、多彩な催しを展開し、文化

振興に貢献したいという。愛媛は、

「俳句のふるさと」松山 を俳都と

呼び、俳句県にふさわしい。

正岡子規は 9月19日が命日で、

高浜虚子 ・河東碧梧桐・ 芝不器男 ・

富津赤寅男な ど、 県輩出の俳人は

枚挙にいとまが無""0長浜町が生
んだ西村笑波先生の命日が9月13

日なのも、 「俳 句 の月」 設定にふ

さわL""o
教育委員会や広報担当課の指導、

協力が、町内小中学生の俳句の振

興や一般町民の俳句興隆に寄与し、

町の文化振興と豊かな町づくりに

貢献していることは喜ばしい。今

後とも、 9月を機に町の文化振興

を原頁ってやまな""0
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人口をふやしましょう

7月末現在 前月との比較 |

10，576人 1人減
人 口 (男 4，975人) (男 1人減)I 

女 5，601人 女増減なし

世情数 3，716世帯

t廿
暗'世口人


